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ア

l

カ
イ
ブ
ズ

福
岡
市
美
術
館
館
長
　
中
―
山
　
一署

一　
削
“

「埋
蔵
文
化
財
も
古
美
術
で

し
ょ
？
」
と
問
い
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
「地
上
か
ら

一
度

は
失
わ
れ
た
も
の
と
、
ず

っ
と

守
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の

と

い
う
違

い
は
あ
り
ま
す
よ
」

と
答
え
た
記
憶
が
あ
る
ｃ　
一
方
で
、
「火
事

の
と
き
は
こ
れ

持

っ
て
逃
げ
ろ
、
と
言
わ
れ
た
か
ら
相
当
な
値
う
ち
が
あ
る

は
ず
だ
」
と

い
う
掛
軸
を
持
ち
こ
ま
れ
、
「価
値
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
答
え
る
か
わ
り
に

「処
分
な
ど
し
な
い
で
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
困

つ
た
顔
で
返
答
し
た
こ
と
は

一
度
や

三
度
で
は
な
い
ｃ
ヽヽ
ヽ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
収
集
資
料
を
選
ぶ
。
一
応

の
淘
汰
で
あ
る
。
選
ん
だ
も
の
は
保
存
し
続
け
る
か
ら
資
料

は
確
実
に
増
え
続
け
る
．
福
岡
の
よ
う
に
掘
れ
ば
何
か
が
出

て
く
る
土
地
な
ら
、
埋
蔵
文
化
財
は
ず

っ
と
増
え
続
け
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ

（記
録

・
保
存
）
が
重
要
な
の
は
わ
か

っ
て
い

る
が
、
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
て
も
大
文
夫
か
と
少
し
心
配
に

な
る
〔
博
物
館
が
扱
う
歴
史
資
料
は
、
近
代
の
資
料
で
あ

っ
て
も

一
定
の
時
間
的
な
経
過
に
と
も
な

っ
て
、
保
存
し
継
承
し
よ

う
と
す
る
民
意
が
働
い
て
い
る
。
学
芸
員
は
民
意
の
代
弁
者

と
し
て
資
料
を
調
査
す
る
．
そ
こ
で
は
じ
め
て
ア
ー
カ
イ
ブ

が
行
わ
れ
、
あ
る
も
の
は
文
化
財
に
な
る
．
生
み
出
さ
れ
た

ば
か
り
の
現
代
作
品
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
に
は
時
代
の

評
価
と

い
う
淘
汰
を
経
て
い
な

い
も

の
も
多

い
。
し
か
し

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
な
け
れ
ば
、
あ
と
か
ら
検
証
で
き
ず
、
消

費
さ
れ
て
失
わ
れ
て
い
く
だ
け
で
あ
る
っ
だ
か
ら

「
な
に
こ

れ
ｃ
わ
け
わ
か
ん
な
い
」
み
た
い
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
展

覧
会
に
仕
立
て
、
と
き
に
は
収
集
す
る
美
術
館
の
学
芸
員
は
、

「昔
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
い
ま
見
る
と

い
い
ね
」

な
ど
と
来
館
者
に
言
わ
れ
る
と
、
ほ

っ
と
し
て
胸
を
な
で
お

ろ
し
、
に
わ
か
に
知

っ
た
か
ぶ
り
の
解
説
を
は
じ
め
る
の
で

あ
る
。
洵
汰
も
ア
ー
カ
イ
ブ
も
な
か
な
か
難
し
い
。
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福岡城市民の会会員

「鴻鵬館北館 。東門 :遣唐使風待ちの歌会」

7月 の風の無い暑い目が続いています。沖には風待ちの

4隻の遣唐使船が帆を下ろして、浜では船員たちが忙しく食

料や水を運び込んで出航に備えています。

ここ東門 2階は微かな海風で暑さはしのぎやすく、松林か

らはしきりに蝉時雨が聞こえてきます。海を見れば水平線の

彼方に、北西の方角は遠く長安に、また東方は都に思いをは

せることができますc

今、大使、副使を交えて歌会の真っ最中です。

季節風が頼りの遣唐使船c遣唐使―行は、風待ちのため幾
日も鴻臆館に滞在し、囲碁や歌会を楽しみました。歌会では

危険な航海の無事を祈り、また故郷で待つ妻子を偲んで歌を

詠みました。

遣唐使は唐の元旦に行われる朝賀の儀に参列するために

7～ 8月 には出航します。南東の季節風を利用して、 4隻編

成で総勢500人前後が分乗し、朝貢の品を満載して、東シナ

海の荒波を乗り切って入港しました。しかし―行の中でも正式な使節、随員のみ (4分の 1ほ ど)が入京を認められ、さらに陸路を長安
まで駅伝制によって送られました。復路は、先進の多くの文物を土産に冬の激しい西の季節風 (帰 りの方が遭難が多い)に乗って帰港し
ましたc遣唐使は全20回 (第一回630年～廃止894年 )、 260年 もの長きにわたり行われた奈良、平安時代の政策ですc無事帰国できたのは

平均60%と いう決死の旅でした。旅のもう一つの目的は先進的技術、政治制度や文化、および仏教の経典などを持ち帰ること。これによっ

て日本文化の礎が築かれていきました。

「鴻鵬館北館
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使と争い、病と称して唐ヘ

は行かなかったため嵯峨天

皇の怒りに触れて、隠岐ヘ

流罪となっています。

小野竺という人は学者、

詩人、歌人で、武芸にも秀で、参議 (公lFF)と いう高位にまでなりましたが、奇行も多く、なぜか「間

魔庁の第二の冥官Jと も言われていました。昼は朝廷に出て、夜は間魔庁に勤めていたという奇怪な

伝説が今なお語り伝えられています。そして京都、「六道珍皇寺」には冥界に通うのに使ったという

井戸が本堂裏の庭内に実在しているのです。

「遣唐使、船出の別れ」

待っていた夏の季節風が吹き始めました。食料や水などは

既に積み終わり、帆も上がっています。風待ちをしていた遣

唐使一行が乗船を始めています。

鴻臆館の浜には別れを惜しむ姿がありました。決死の航海

を前にして、第19次遣唐使大使藤原常嗣 (2代 目大宰権帥)

と筑紫の娘女 (お とめ)と の号Uれでしようか。あり得る光景

です。正に大宰府水城東門での「帰京する大宰府長官大伴旅

人と娘女児嶋との袖振りの別れJ場面をも想像させます。そし
て脇には妻子との別れを惜じむ副使の姿も。

遣唐使の構成は大使 1人、副使 1、 2人、判官、記録官、

下級官人、技術者や船員、他には留学生、僧侶ら総勢250～

500人で構成されていました。

潮の香りと蝉時雨の中、東門 2階から、漢詩の唱和が朗々

と聞こえてきます。その美しい唐代長安音の詩の響きに、こ

こは唐なの ?誰が唱和しているの ?居合わせた人たちは聞き

惚れています。

滞在しているのは、大使藤原常嗣、副使小野竺 (おののた

かむら)の もと第19次遣唐使の一行。時を同じくして滞在し

ていた沈道古という唐人は小野堂が漢詩の達人と知り、申し

出て二人はしばしば詩賦の唱和を行いました。その悠長な響

きのなか航海を前にした一行にとっては′い安らぐひと時だっ

たでしょう。しかし出航の時となって、小野堂は船の件で大

東門 :小野菫と唐人沈道古、漢詩を唱和す」

..     |■■●■||■■■■|

ギ
警
の,

小野重像 (六道珍皇寺)



鰊
塚
鮮

明
治
に
活
躍
し
た
福
岡
藩
の
先
人
た
ち

鶉隕
療
熙

「
国

琢
磨
」

園
琢
磨
は
安
政
５
年

（１
８
５
８
）
８
月
「
日
、

筑
前
国
福
岡
荒
戸
町

（現
在
の
福
岡
市
中
央
区
荒

戸
）
で
福
岡
藩
馬
廻
役
の
神
屋
宅
之
丞
、
や
す
夫

妻
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
３
年

（１
８
７
０
）
‐２
月
、
１２
歳
の
と
き
に
福
岡
藩
権

大
参
事
、
園
尚
静
の
養
子
と
な
り
、
藩
校
修
猷
館

に
単
び
ま
す
。

翌
年
の
９
月
、
福
岡
藩
主
の
黒
田
長
知
が
岩
倉

使
節
団
に
同
行
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
単
す
る
際

に
、
前
藩
主
の
黒
田
長
薄
か
ら
、
金
子
堅
太
郎
ら

と
と
も
に
留
学
生
に
指
名
さ
れ
ま
す
。
長
薄
は
近

代
化
路
線
を
推
進
し
た
開
明
的
な
考
え
の
持
ち
主

で
、
藩
士
の
教
育
に
も
熱
心
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、

優
秀
な
若
い
藩
士
を
、
日
本
を
担
う
人
材
に
育
て

よ
う
と
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
米
後
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ツ
ツ
エ
科
大
学
に
入

単
。
鉱
山
単
を
学
び
、
明
治
１１
年

（１
８
７
８
）
に

帰
国
。
明
治
１５
年

（１
８
８
２
）
２
月
に
は
、
金
子

堅
太
郎
の
妹
芳
子
と
結
婚
。
明
治
１７
年
（１
８
８
４
）

‘
濠

局

大

便郵

に
は
工
部
省
鉱
山
局
勤
務
と
な
り
、
宮
営
三
池
鉱

山
が
三
井

へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
後
は
三
井

へ
移

り
、
三
池
炭
鉱
事
務
長
と
な
り
ま
す
。
明
治
３５
年

（１
９
０
２
）
の
三
池
港
築
港
時
に
、
琢
磨
は

「石

炭
山
の
永
矢
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

（石
炭
が
）
な
く
な
る
と
、
い
ま
市
と
な

っ
て
い

る
の
が
、
ま
た
鰤
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
何

か
三
池
の
住
民
の
救
済
の
法
を
考
え
て
お
か
ぬ
と

始
末
に
つ
か
ぬ
と
、
自
分
は

一
層
こ
の
築
港
に
集

中
し
た
。
築
港
を
や
れ
ば
、
そ
こ
に
ま
た
産
業
を

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
都
会
と
し
て
メ
ン
テ
ー

ン

（維
持
整
備
）
す
る
に
つ
い
て
、
築
港
し
て
お

け
ば
百
年
の
基
礎
に
な
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
池
鉄
道
の
敷
設
、
大
牟
田
川
の
浚
渫

の
ほ
か
、
英
国
の
デ
ビ
ー
　
ポ
ン
プ
を
採
用
し
、

福
岡
城
市
民
の
〈ムガ
イ
ド

塚
本

哲
夫

水
没
し
た
勝
立
坑
の
排
水
問
題
を
解
決
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
三
池
炭
鉱
の
近
代
化
に
尽
力
し
た

こ
と
で
、
「三
池
炭
鉱
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

業
績
を
拡
大
し
た
三
井
鉱
山
は
、
三
井
財
閥
の
中

で
銀
行
、
物
産
と
肩
を
並
べ
る
主
要
産
業
と
な
り
、

三
井
鉱
山
会
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
琢

磨
は
、
大
正
３
年

（１
９
１
４
）
８
月
、
二
丼
含
名

理
事
長
に
就
任
。
一二
丼
財
閥
の
総
帥
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
工
業
倶
楽
部
理
事
長
、
日
本

経
済
連
盟
会
長
な
ど
、
昭
和
初
期
の
財
界
の
最
高

指
導
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
が
、
昭
和
７
年

（１
９
３
２
）
３
月
５
日
、
三
井
本
館
玄
関
で
血

盟
団
員
菱
沼
五
郎
に
銃
撃
さ
れ
、
７３
歳
で
死
去
し

ま
し
た
。

そ
の
死
か
ら
７９
年
後
の
平
成
２３
年
（２
０
１
１
）

３
月
１２
日
に
は
、
園
琢

磨
の
数
々
の
功
績
を
讃

え
て
、
九
州
新
幹
線
の

新
大
牟
田
駅
前
に
銅
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
２７
年

（２
０
１
５
）
７
月
８

日
に
は
、
三
池
鉱
な
ど

の
三
池
炭
鉱
関
連
資
産

が

「明
治
日
本
の
産
業

革
命
遠
産
～
製
鉄

・
製

鋼

造
船

石
炭
産
業
」

の

一
つ
と
し
て
、
世
界

還
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
国
琢
磨
の
業
績
が

世
界
に
認
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。

萎
萎
嚢
琴
９
月
２８
日
（土
Ｙ

ｌＯ
月
２６
日
（土
Ｙ

ｌｌ
月
２３
日
（土
）
　

　

　

一

※
内
容
は
毎
回
同
じ
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

畿
響
福
岡
城
内
の
秘
密
の
場
所

福
岡
城
に
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が

一杯
。
そ
う
だ
っ
た
の
か
福
岡
城
。

懇ヽ
褻
萎
ぜ
９
月
８
日
（日
）

醸
〓
＝一一
・‐‐‐‐内‐‐・・・‐‐―櫓・巡
ツ
・

普
段
は
入
れ
な
い
多
聞
櫓
、
下
之
橋
御
門
櫓
の
中
に
入
り
ま
す
。

幾
鞣
轟
蓼

９
月
２２
日
（日
）

農
爾
ｔ
，
， 人
０
■
―駄‐
天
・　
冊
部
平
太
物
語

天
狗
と
呼
ば
れ
た
男
岡
部
平
太
の
人
生
と
平
和
台
と
の
関
係
を
探
り
ま
す
。

導
難
鐘
導
１０
月
６
日
（日
）

ｏ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
時
間
は
全
て
１０
時
～
１２
時

●
集
合
場
所
　
１
、
２
、３
は
福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
　
４
は
三
の
丸
ス
ク
エ
ア

●
申
し
込
み
　
福
岡
城
市
民
の
会

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

９

２

，
７

１

６

‐
８

２

３

８

　

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

９

２

‐
７

１

６

‐
８

２

５

４

Ｅ
メ
ー
ル

一
ｓ
ｔ
ａ
ｆ
ｆ
＠
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
Ｊ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

実
施
は
５
～
４０
名
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
実
施
３
日
前
（木
曜
日
）締
め
き
り
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ありました。 銅陥4(1871)年 に、熱置豪の海外目学生として金子堅太郎とともlt露 驚螢饉ヨt雨
行して渡米し、マ

'テ
ユーセッツエ料大学で輸山学を,0ました。

現地 1フ ●804)年から工部省1こ勤務し、明豫21(1888)年 に三池饉山が三井に払い下げられ

るとむこ移痛じ三議炭盤社の事務長に蒸任、三脚 案潜、議
・
艘験など、近ftWな軽 に

敏策をふるいました。大正0(1914)年 には

―

の理事褻、つまり三井物露0鑢緯となり、

財界0リーダーとして活燿しました。日琢磨鰤 区出身●苺人 贅人の一人です。

穏■蝶鋸 企騨

壁に設置されているプレート

鶉
予
鮨
貪

福
岡
城
市
民
の
会
ガ
イ
ド
の
カ
ロ
リ
ン

は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
で
語
学
に
堪
能
で
す
。

英
語
、
７
フ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
も
話
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
語
も
。
彼
女
は
Ｚ
フ

ン
ス
で
ガ
イ
ド
の
国
家
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
、
４０
年
間
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
ベ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
し
ま
し
た
ｃ
現
在

は
福
岡
市
民
と
な
り
、鴻
臆
館
・福
岡
城
の

歴
史
は
も
ち
ろ
ん
博
多
・福
岡
、
日
本
の
歴

史
を
学
ん
で
い
ま
す
ｃ
福
岡
城
内
を
外
国

語
の
ガ
イ
ド
で
巡
り
た
い
方
や
外
国
人
知

人
、家
族
、グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
ら
福

岡
城
市
民
の
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〔主
催
〕
福
岡
城
・鴻
腫
館
の
将
来
を

市
民
と
考
え
る
実
行
委
員
会

６
月
２３
日
（日
）
福
岡
城
内

に
て
全
国

一
斉
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
子

ど
も
達
も
多
く
参
加
し
て
、

総
勢
２
８
０
人
以
上
の
参
加

者
で
し
た
。
曇
り
空
の
下
、
城

内
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
な
ど

で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
皆

さ
ま
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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2019年度通常総会が6月 14日午後、福岡市中央区の読売新聞西部本社1階「よみうリプラザ」で開催され、

2018年度決算と今年度の事業計画案、活動予算案が承認されました。     ・

務 集後記
今回の総会後の講演は「セントラルパーク構想J

についてのお話でした.大濠公園と舞鶴公園を一

体化した構想ですが、会場の会員からは名称を「福

岡城公園」と変更してはいかがでしょうか…との意

見に拍手が上がっていました.今後の進展を長く見

守りたいと思います。会員の皆様のお声をどしどし

お待ちいたします。

向
NPO法人 :福岡城市民の会
〒810-O042
福岡市中央区赤坂卜12‐ 15 読売福岡ビルフ階
TEL 092-716-8238 FA× 092-716-8254
[HPアドレス]httpソ/fukuokaloko「 Okan info
[E― mal]   staff@fukuokalokO「 Okan info

[デザイン印刷]城島印刷株式会社

卜

2019年度のイベント事業として「どんたく福岡城演舞台Jを当会関係機関の読売新聞西部本社、

FBS福 岡放送、エフエム福岡と実行委員会を立ち上げて運営をするc5月 3日午前中は市民どんたく隊

の受け入れ、5月 4日午前中は黒Ш家第16代当主黒田長高様をお迎えし、柳生新影流による四方祓い、

稚児の舞楽等の伝統行事を行う。下之橋御門広場では三福神を迎え、一束一本の儀式を行う。両目

とも午後は、若者による「福岡城ダンス・フェス」が行なわれる.

観桜の時期には、福岡市が主宰する「福岡城さくらまつり」にあわせて、まつりの期間中利用できる

お茶券を会員へ配布して、平素のご支援に報いる。

研究・啓発事業の柱として続く「福岡歴史観光市民大学」は2019年度で第12期の開催となる.充実

した講師陣を迎え、高レベルでありながら市民の方 が々理解しやすく、しかも他の市民講座にはない

特色ある講義を提供したい。ガイドツアー事業では好評の福岡城めぐり、及び福岡城・鴻臆館の将来を

市民と考える実行委員会の主催で行うストーリーツアーを更に工夫して実施する。また、ゆかりの地を

訪れる歴史探訪ツアーも計画しているc昨年度から新たに始めた株式会社大央の特別協賛による

「福岡城・城下町フォトコンテストJを実行委員会主催で実施する。また「福岡市民人茶会Jや「みどりの

まちマルシェJなど他団体との連携・共催事業も引き続き実施する。

以 卜の諸計画を円滑に推進していくために、財政基盤の一層の充実と事務局体制の整備が引き続

き課題である。ひきつづき会員拡大のためキャンペーンを展開し、役員・関係者・事務局員が協力して、

会貝拡大に努めるとともに、運営面では徐々に進めてきた事務局の充実をより図り、2019年度も積極的

な取り組みを続け会員各位のご期待に応えていきたい。

石井理事長は、総会冒頭、会員の皆様のご支援へ感謝の言葉を述べた後、次のように語りました。

「NPO設 立以来の念願である天守閣復元を掲げつつ、世1青の変化に対応した活動が必要である。
行政が文化財等の保護 復元から整備・活用の方向ヘシフトしている中、当会もそれに従いつつ、また

国際化の要請にあった活動もしていきたいJ

《幸晨:雪》

5月 24日の理事会を経て総会が開催され、無事終了したことを、会員の皆様にご報告します。この度

は、役員の選任が行われ、従来からの理事に加わえ新任理事として、千相哲氏 (プ L州産業大学 地域

共創学部長)、 三角薫氏 (福岡商工会議所 総合企画部参事役)の両氏が加わりました。詳細につきま

しては、当会のHPに掲載しています。ご質問がありましたら、当会へお尋ねください。

総会後は、「記念講演Jとして福岡市住宅都市局花とみどりのまち推進部みどり政策課主査別府浩

司氏による、セントラルパーク構想をテーマにした講演がありましたcセントラルパーク基本Hl画のlPt要と

構想策定後からこれまでの取り組み状況など、限られた時間内に収まるようコンパクトながらも、大変わ

かりやすく説明していただきました.計画について記者発表があった直後でもあり、会場の会員からは

質問がオ日次ぎ、皆さんの関′しヽの高さがうかがわれました。

夕方は、会場を天神「野の葡萄Jに移し、40余名の会員の皆様が和気謁 と々交流を深めあいました.
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